


初めに

種田山頭火の自由律俳句集『雑草風景』より９句を選び、意味を追いながら英訳しました。

日本語表記は現代仮名遣いに直しています。１ページに１句づつ表示してあります。

 
種田山頭火について：

行乞しながら自由律俳句を作り続けた俳人です。

没年は昭和１５年です。

 
ＣＧイラストレーションについて：

ＣＧ画像（イラスト・レタリング）は９枚です。（注：下記参照）

制作には次の画像処理ソフトウエアを使用しました。

 ArtRage 3 Studio Pro （アンビエント社）
 Photoshop Elements 10 （アドビシステムズ株式会社）
 
参考文献について：

次の文献を参考にしました。

山頭火句集（ちくま文庫）

 ２０００年６月１５日　第５刷発行
ジーニアス英和辞典〈改訂版〉２色刷り（株式会社大修館書店）

 １９９４年４月１日　改訂版初版発行
新コンサイス和英辞典〈革装〉第３刷　（株式会社三省堂）

 昭和５０年９月１５日　第１刷発行
Longman Dictionary of American English (Longman Inc.)
 First printing 1983
 
製品名等はメーカー等の登録商標等です。

本書は著作権法により保護されています。

 
注：タイピングミスを訂正しました。（茜町　２０１３・４・１９）



句と訳　扉

 
 
 

『雑草風景』

 
 

"A Landscape of Weeds"



句と訳　１

 
 
伸びるより咲いている

 
 A plant has chosen to flower rather than grow.



句と訳　２

 
 
ちょうちょもつれつつかげひなた

 
 A butterfly entangles another as they flutter in the shade and in the sun.



句と訳　３

 
 
草そよげば何となく人を待つ

 
 If grass quivers, somehow I expect of someone's visit.



句と訳　４

 
 
日かげいつか月かげとなり木のかげ

 
 The sunlight changed to the moonlight while I was sleeping in the shade of a tree.



句と訳　５

 
 
残された二つ三つが熟柿となる雲のゆきき

 
 A few persimmon fruits kept on the tree have ripened and clouds are going and coming.



句と訳　６

 
 
なんぼう考えてもおんなじことの落葉ふみあるく

 
 I think again and again but the same thing repeats as if I step on fallen leaves.



句と訳　７

 
 
誰も来ないとうがらし赤うなる

 
 Nobody visits me and cayenne pepper becomes red after all.



句と訳　８

 
 
雪もよい雪にならない工場地帯のけむり

 
 The snow does not become fine snow owing to smoke from an industrial area.



句と訳　９

 
 
ぶらりとさがって雪ふる蓑虫

 
A bagworm is hanging down in the falling snow.



終りに

著者について：

茜町春彦（あかねまちはるひこ）と申します。

２００４年より活動を始めたフリーランスのライター＆イラストレーターです。

作品が社会の進歩に多少なりとも寄与することを願いながら、日々制作を行なっています。

 
次回予定について：

山頭火の句集『銃後』より数句を選び、英訳およびイラスト制作の計画をしております。

（２０１３年　４月　茜町）



奥付

種田山頭火　その７　（雑草風景より９句：イラスト・英訳）

http://p.booklog.jp/book/70060

著者 : 茜町春彦
著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/akaneharu/profile

感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/70060

ブクログ本棚へ入れる

http://booklog.jp/item/3/70060

電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）
運営会社：株式会社ブクログ
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